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中小企業資金融資利子補給事業

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 主管課 商工振興課

会計 小事大事

01

目項

07 01 02 01 53

対象

融資を受けた日から返済の期間の満了する日までの期間に応じ、補給率を乗じて得た額を対
象者に補給する。

利子補給は、昭和４３年４月１日からの融資に適用され補給されている。中小企業における
経営環境の悪化や,経済は回復基調にあるものの一部に厳しい状況が見られることから、今
後とも運転資金や設備の近代化に対する資金融資制度の存在は欠かせない。

市内中小企業者の育成と振興に寄与するため、借入れた利
息の一部助成を行う。

主管課長金子　孝行商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内に店舗、工場、事業
所、営業所を有する法人
及び個人

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

利子補給件数 223 215 214 件 ↗↗↗ 実績から

実績から14,432 13,218

平成2６年度

14,432,830 13,217,954

0.21

千円 ↗↗↗12,779

12,778,344

14,432,830 13,217,954 12,778,344

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

15,900,100 14,669,054 14,359,644

緊急経済対策の影響等により景気は改
善傾向にあると言われているが、中小
企業の環境は未だ厳しく、資金繰りに
苦慮しており、制度融資の利用者は減
少傾向にある。制度融資利用者に比例
し、利子補給の件数も減少することが
見込まれるが、景況に不透明感がある
ことから、しっかりと経緯状況の把握
に努めたい。

平成2５年度 平成2７年度

1,467,270 1,451,100 1,581,300

0.21 0.21

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

利子補給は、市融資制度の最大の魅力
であることから、市内企業等に対し、
融資制度に関する情報提供を行い、市
内商工業の活性化に繋げること。

④今後の
改善計画

景況を鑑み、利子補給の拡大等により
中小企業の経営安定につなげる。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

市内金融機関と連携し、中小企業資金
融資制度の活用を促進する。

制度融資の利用状況を常に把握し、円
滑かつ的確な利子補給ができるように
した。


